
第26回 企業交流会 コニカミノルタ（株）東京サイト八王子 のご案内 

【マクロ視点による全体最適に向けた研究開発の取り組み】 

第 26回企業交流会をコニカミノルタ（株）東京サイト八王子において開催いたします。第 26回企業交流会
では、マクロ視点による全体最適に向けた研究開発をいかにして取り組むかについて発表と討論を行います。 
参加を希望される方は必要事項記入の上，FAXにて事務局までお申し込みください。後日参加券をお送りし
ますので，当日受付に御提出ください。非会員の方の参加は事務局にお問い合わせください。 
訪問先企業 コニカミノルタ（株） 東京サイト八王子  東京都八王子市石川町2970番地 

JR中央線 八王子駅北口 日野駅間の路線バスにて「コニカミノルタ前」で下車 

日   時 2015年2月27日（金） 10:30～17:10 
プログラム 10：30 技術展示見学 （同業/競合企業の方はご遠慮下さい） 

11：00 開会挨拶 （コニカミノルタ（株）、品質工学会） 

11：10 コニカミノルタ（株）における品質工学の取り組み及び会社紹介 

11：30 講演「富士ゼロックスにおける開発と品質工学」（富士ゼロックス（株） 市村正則）    

12：00 昼食 

12：50 壇上発表 
 （1）「画像シミュレーション技術を用いた構想設計の最適化検討」（コニカミノルタ(株) 
 近藤芳昭） 
（2）「商品企画段階への品質工学の展開～新規照明製品企画を例にして～」（コニカミ 
ノルタ(株) 中垣保孝） 
（3）「有害物質を出さないことから作らないことへ －毒性推定システムの開発－」 
（コニカミノルタ(株) 田村希志臣） 
（4）「問題解決をきっかけとしたマクロ視点への転換の取り組み」（ヱスケー石鹸(株) 
安藤欣隆） 

 （5）「着磁条件による磁石表面の磁束密度分布制御」（(株)東海理化 山村英記） 
（6）「1刃 1回転の切削電力評価を用いた粉末積層造形条件の最適化の研究から 
   マクロ視点について考える」（(株)松浦機械製作所 天谷浩一） 
15：40 パネルディスカッション 

 「全体最適の視点で構想段階から活用段階に至るまでの研究開発活動を行っていくための課題

を探る」 

     司会：    不破直秀  トヨタ自動車（株） 

 パネリスト： 各発表者 

17：10 閉会挨拶 

18：00～19：20 懇親会  

定 員 50名（非会員の場合は，事務局にお問い合わせください。） 
締切日 2015年 2月 20日（金）ただし定員になり次第締め切ります。 
参加費 会員 9000円（懇親会は別途料金） 請求書送付・事前振込をお願いします。 
申込先 品質工学会事務局 FAX． 03-6268-9350 TEL． 03-6268-9355 

 

FAX．03-6268-9350 品質工学会事務局 行 ＜第 26回企業交流会 申込書＞ 

フリガナ 
氏  名 

勤務先 

会員番号 所属 
参加券送付先（非会員の方は住所をご記入ください。会員の方は学会誌送付先に送付します。） 

 
 
TEL．          FAX． 

懇親会（いずれかを○で囲ってください） 
     参加する ・ しない 

      － （郵便番号は必ずお書き下さい）  



第 26回企業交流会の概要 
 
 品質工学会では、マクロ視点による研究開発を行うことを推奨している。企業では社会の生産性を向上

させるために、研究、技術開発、製品設計など様々な活動を行っており、それらの活動によって最大の成

果を得ることが求められている。そのためには、マクロ視点からの構想段階から活用段階に至るまでを有

機的に連結させて全体最適を実現するように研究開発を進めて成果に結びつけていくことが必要である。 
 研究活動を構造的にみれば、研究を成立させているものは、まず研究プロジェクトの立ち上げであり、

次が研究本体で、最後が研究の成果を生かすことである。しかし、研究所の活動あるいは研究者の動きを

見ると、研究本体が関心の対象で、その前後のプロジェクトの立ち上げや成果の活用は、重要な課題とし

て見られることはなく、ましてそれ自体の推進のあり方を研究開発の対象とするようなことは少ないと指

摘されている。マクロ視点での研究開発を進めるためには、研究開発の立ち上げから成果の活用に至るま

でを視野に入れた研究活動を行うことが不可欠となる。 
 そこで、研究開発に積極的な取り組みを行っている企業がいかにして全体最適の視点に切り替えて研究

開発を行ったかについて、研究開発事例の発表とパネルディスカッションを通して明らかにし、構想段階

から活用段階に至るまでを有機的に結合させて、マクロ視点による全体最適を実現させる研究開発活動を

行うための課題について検討する。以下に事例発表の概要を紹介する。 
 

事例発表の概要 
 

「画像シミュレーション技術を用いた構想設計の最適化検討」 （コニカミノルタ(株) 近藤芳昭） 
 従来のサブユニットごとに最適化する手法は、市場の安定性を見越した全体最適が困難で、大幅な設計

手戻りの危険があった。本研究では、全体シミュレーションモデルでパラメータ設計した結果、部分最適

化の弊害を回避し、開発初期に効率よく全体最適設計できることを示した。 
 
「商品企画段階への品質工学の展開～新規照明製品企画を例にして～」（コニカミノルタ(株) 中垣保孝） 
 技術開発を効率的に進めていくためには、源流にさかのぼり品質工学を活用していく必要がある。今回

は、企画段階といえる構想設計、コンセプトの評価に品質工学を適用した事例紹介を行う。 
 
「有害物質を出さないことから作らないことへ －毒性推定システムの開発－」 （コニカミノルタ(株) 
田村希志臣） 
 新規に設計、合成した化学物質は外部認証機関による有害性の有無判定が必要である。しかし、その判

定には多くの試験費用と試験期間が必要であり、開発効率悪化の原因となっている。そこで、新規化学物

質を実際に合成する前に、MTシステムを活用して化学物質の構造やパラメータから有害性の有無とその
程度を定量推定する検討を行った。 
 
「問題解決をきっかけとしたマクロ視点への転換の取り組み」 （ヱスケー石鹸(株) 安藤欣隆） 
 問題が起きたとき、なぜその問題が起きたかを考えると、開発プロセスまで戻ることになる。マネジメ

ント全体の問題である。はみがきチューブシール不良という実際に発生した問題に向き合った事例を紹介

し議論したい。 
 
「着磁条件による磁石表面の磁束密度分布制御」 （ (株) 東海理化 山村英記） 
 自動車部品の位置検出用スイッチに用いる磁石において、所望の磁気特性を得るための最適化実験を通

じ、設計部署と生産技術部署の連携の重要性、すなわち全体での最適化を目指すマクロ品質工学の重要性

について報告する。 
 
「1刃 1回転の切削電力評価を用いた粉末積層造形条件の最適化の研究からマクロ視点について考える」 
（（株）松浦機械製作所 天谷浩一） 
 技術開発に於ける品質工学から得られる価値は利用方法によって大きく変わる。価値を得るには「マク

ロ視点」が重要である。経営側の立場で 6年間に渡って同じテーマを実践してきた経験から私なりの「マ
クロ視点」について述べる。 


